
農業を取り巻く

～何故の起業か～

Farm Alliance Management

about Farm Alliance



ファームアライアンスのサービス内容

農産物の安全管理

環境保全型農業の実践

ISO9001的手法の導入

生産情報管理システム 

Farm Records 入力しやすいインターフェイス

生産計画と実績の比較

消費者向けの情報発信機能

効果

機能

農産物の安全管理

環境保全型農業の実践

ISO9001的手法の導入

生産情報管理システム

Farm Records 入力しやすいインターフェイス

生産計画と実績の比較

消費者向けの情報発信機能

効果

機能

概ね3～6ヶ月で認証取得を実現

全農場を1つのシステムで管理

フランチャイズパッケージで提供

※申込状況や監査、審査状況によっては多少時間を
要することもございます。

アライアンス（連合体）でマーケット展開

※農場の屋号は残すことができるフランチャイズパッケージ

国際認証

Farm Alliance Member’s Map

GLOBALG.A.P.取得農場

GLOBALG.A.P.取得準備中農場
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世界最精密なトレーサビリティー技術
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生産情報公開サイトURL

識別番号（Lot.）

生産情報公開サイトURL 
（簡易情報）

トレーサビリティーシステムを使った消費者サービス

原産地 生産者名
生産者住所 連絡先

農薬使用状況

肥料施用状況

生産行程

畑の位置情報
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11sstt.. GG..AA..PPPP.. AAwwwaaarrrrddd  
wwinnnneeerrr

@GLOBALG.A.P. Summit 2012 in Madrid

QRコードを使った消費者向けの情報公開サービスQRコードを使った消

小規模の生産者でもアイデンティティーをアピール

日本語

英語
スペイン語

パッケージラベル
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消費者

実需者

第三者認証審査

生産現場

農場管理者

農業団体・出荷会社エビデンス確認

栽培管理表作成

商品ラベル
QRコード

生産者情報公開

提出

New Application Big Data

IoT

新技術の反映

新たな解決手段・技術の開発

※緑の矢印部分は
これからの枠組み

ファームアライアンスのシステム構成図

No Vender
Lock in

例：GLOBALG.A.P.

生産計画と実績の進捗を確認できるガントチャート

生産計画と実績を一目で確認できる。収穫量も計画と実績で比較
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私が感じる危機感

担い手構造

食の安全

シュミレーションから見える余裕なき環境

規模拡大に潜むマネジメントの課題

イメージだけの日本の『食の安全』

国際認証が理解できない日本

流通 農業の可変性を阻害する流通

青果物市場の歪んだ市場原理

担い手高齢化がもたらすJAの危機
～農家数に依存した事業構造～
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1ha／農家

2015年時点
65歳以上の農家が70％

2020年時点
70歳以上の農家が70％

2025年時点
75歳以上の農家が70％

20%が廃農

残り50%が廃農

30t/haとして3,000tの生産量 最終的生産量は900t

現状 将来 差額
生産額
100円/kg

300,000,000 → 90,000,000 -210,000,000

販売手数料
生産額2%

6,000,000 → 1,800,000 -4,200,000

生産関連資材
生産額の20%

60,000,000 → 18,000,000 -42,000,000

計 366,000,000 109,800,000 -256,200,000

JAの近未来像（経済事業：農業部門）

このままでは「経済事業」は破綻します。

JAの近未来像（金融事業）

3,000万円
預金

JAバンク夫

1,500万円
預金

JAバンク妻

500万円
預金

三菱UFJ
息子

（世田谷）

500万円
預金

三井住友
娘

（横浜）

500万円
預金

みずほ
息子

（さいたま）
預金残高が50％減少

75歳の農家Aさん（JAバンクに3000万円の預金）：家族は妻、３人の子供は首都圏で生活。

×
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担い手構造（「守る」から『育てる』へ）

2010 
5年前

※赤枠の県は平均年齢65歳以上
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2015 
危険!!

※赤枠の県は平均年齢70歳以上

農林水産省「農業センサス」2010年のグラフをベースにシュミレーション

2020 
ほぼ崩壊!!

※紫枠の県は平均年齢75歳以上

農林水産省「農業センサス」2010年のグラフをベースにシュミレーション
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　国内農家の経営類型

農家

自給農家

販売農家

生産30a未満or年間売上50万未満

生産30a以上or年間売上50万以上253万軒

90万軒

141万軒

主業農家
30万軒

準主業農家
31万軒

副業的農家
80万軒

農業所得が主＋65歳未満の構成員がいる

農外所得が主＋65歳未満の構成員がいる

65歳未満の構成員がいない

1万軒

農水省調査データ（平成２６年）より

平成22年36万軒 
↓ 

平成27年29万軒

平成27年ベース

農家数（千戸） 平均耕作面積 耕作面積（万ha）
全農地面積 450
耕作放棄地 40
自給的農家 825 0.3 25
準主業農家＋副業的農家 1036 2.0 207
主業農家 294 6.1 178

平成32年（傾向値から予測）

農家数（千戸） 平均耕作面積 耕作面積（万ha）
全農地面積 450
耕作放棄地 40
自給的農家 800 0.3 24
準主業農家＋副業的農家 779 2.0 156
主業農家 220 10.5 230

平成37年（傾向値から予測）

農家数（千戸） 平均耕作面積 耕作面積（万ha）

全農地面積 450
耕作放棄地 40
自給的農家 800 0.3 24
準主業農家＋副業的農家 522 2.0 104
主業農家 147 19.2 282

拡大性向なし
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露地野菜

米・麦・大豆

施設園芸

約40ha

約20ha

約2ha

この辺りの規模を超えると 
マネジメントコストが急上昇

ヒト・モノ・カネの管理が複雑になる規模拡大の『壁』

コスト

生産規模

規模拡大効果を上げる限界点

この規模感のときに手を打っておく!!

生産規模の限界を知る経営者は
ここで経営マネジメントシステムを起動する。

経営マネジメントシステムを導入しなければ、国内農業は成長しない。

→　　　　　　　　　で、経営マネジメントシステムが身に付く　　　　　　　　
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マネジメントの改善は、農業の『経営品質』の向上につながる。

グローバルGAPの二次的効果は、『経営品質の向上』!!

日本の食の安全は、G7諸国で最低レベル!!

～日本は、イメージで安全を語る～
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化学物質悪の時代 化学物質削減へ

HACCP的手法の導入
物理的危害（異物混入など）

化学的危害（残留農薬など）

生物的危害（食中毒汚染など）

ISO9001的手法の導入

1960～1980年代

1980～1990年代

2000～2005年

2000～2010年 セキュリティー

2010～2015年 トレーサビリティー

状態の改善と維持

テロ対策

偽装抑止

食品安全のトレンド変化

食の安全の歴史

農業も食品産業と同様の手法で安全管理を求められる時代へ

日本はここで
思考停止状態

○○県ニンジン慣行栽培基準：農薬14成分

土壌処理剤
1成分

種子消毒
2成分

除草剤
1成分

殺虫剤
1成分

除草剤
1成分

殺菌剤
1成分 収穫

○○県施設園芸栽培トマト慣行栽培基準：農薬70成分

農薬成分数35成分まで 
減農薬で契約出荷

農薬成分数35成分突破後は
慣行品として出荷

特別栽培（減農薬）の落とし穴

本来、減農薬かどうかを判断できるのは、収穫最後の話
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食品事故の例

物理的危害：異物混入
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共同通信 47NEWS 07/Sep/2012共同共同通通信 47NEWS 0

生物的危害：食中毒菌による汚染

化学的危害：残留農薬

フードディフェンス：対テロ

24

25



生物的危害：食中毒菌による汚染

生物的危害：ウイルスによる汚染
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食品衛生法違反、食品表示法違反、JAS法違反

Fraud：偽装

Google検索より

フードテロリスク：労働搾取

この時の恨みが、ISのテロにつながったら・・・
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世界の食品安全管理の枠組みは、既に決している。

Global Food Safety Initiative
食品安全委員会

GLOBAL G.A.P.
SQF

CANADA G.A.P
Primus GFS

FSSC22000

BRC

IFS

GRMS

Global Aquaculture Alliance

世界の食の安全の枠組み

ニュージーランドG.A.P.

チリ G.A.P.

ケニアG.A.P.

完全一致の同等性評価の
ローカル

農水省は規格づくりにご熱心。

日本の規格は何一つ入っていない。

農水産物分野

加工食品分野

水産養殖分野

The Consumer Goods Forum
民間企業体による消費者生活協議会

TCGF

GFSI
実質的評価機関

枠組みでワールドパスポート化
重要なのは、取り組みの『促進政策』
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農水産物分野の国際規格の特徴

主な普及エリア 取得者規模 カバー領域

GLOBALG.A.P.
欧州、アジア、アフリカ、

南米
小規模～大規模 農産物、水産物、花き

SQF オセアニア、北米 中規模～大規模 農産物、畜産物、軽度加工

CANADA G.A.P. カナダ 小規模～大規模 農産物

Primus GFS 北米、中米 小規模～大規模 農産物

GFSI

HACCP的衛生管理

ISO9001的品質管理

フードディフェンス（対テロ）

物理的危害（異物混入など）

生物的危害（食中毒など）

化学的危害（残留農薬など）

品質維持のための管理体制

ブラック企業は

教育（作業＋企業哲学＋モラル）

根拠記録（トレーサビリティー）

安全安全管理管理上捉上捉えるえるべきべきポイポイントント

食の食のリスリスクコクコントントローロールル

事業事業者の者の『経『経営品営品質の質の向上向上』

最も最も無防無防備な備な食へ食への犯の犯行抑行抑止止

GFSIが承認した認証規格を取得すれば、
中小の事業者でも世界が認める事業レベル（取引に値する）という評価
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畜産（牛/豚/鶏）、酪農
水産養殖
野菜、果物
穀類（米/麦/大豆）、飼料（トウモロコシ）

保管、農産物配送、カントリー

選果・選別

農産物のパッケージング

屠畜

食肉加工

飼料の製造工程

包装資材の製造

例）航空機内食
例）スーパーマーケット、野菜果物卸

例）食品加工用機械

肥料・農薬

農業生産 食品加工 販売

農家の責任範囲

食品加工事業者の責任範囲

販売事業者の責任範囲

例）有機栽培、減農薬 例）HACCP、 無し

食品流通の流れ

衛生管理の考え方生産方法の考え方

物理的危害
生物的危害
化学的危害

物理的危害
生物的危害
化学的危害

これまでの食品安全の考え方（加工食品の場合）

認証規格

ズ
レ
幅
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生産者の責任範囲 食品加工事業者の責責任範囲 販売事業者の責任範囲

フードチェーンの流れ

農業生産 食品加工 流通・販売

新しい食品安全の考え方

世界は、食品安全を『縫い目無く』捉えていく必要性を感じている。

安全管理規格の標準化（ボーダレス化）

「ズレ」のない安全管理への手当
GFSIの承認した認証規格で『つなぐ』

日本はGAP乱立状態

グローバルGAP JGAP 生協GAP 自治体GAP

第３者認証 2.5者認証 2者監査 1者監査

世界中で通用 国際的に通用しない 国際的に通用しない 国際的に通用しない

日本は「安全を差別化」

世界は、「安全は非競争分野」と言っているのに・・・

日本の流通も『ガラパゴス化』？
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世界大手メーカー
インドネシア工場

日本の
原料メーカー

HACCPHAHAHAHHAHAHACCCCCCCCCCCCCPPPPPPGFSI承認の認証規格取得

他国の
原料メーカー

GFSI承認の認証規格取得

世界大手流通

GFSI承認の認証規格取得
を要求
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この会議のやり取りの中で・・・

農水省と某大学の先生方は・・・

『日本の農家には農産物の国際認証は難しい』

とおっしゃっておりました。

日本の農家の知的レベルでは無理？

発展途上国の農家でもやっていることを

日本の農家はできないという評価なんですね。
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TPP参加国
農産物の国際認証の考え方が普及している国
農産物の国際認証の普及を急いでいる国
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Rank Company Country of Origin Retail Revenue ( Million $)

1 ウォルマート 米国 446,950

2 カルフール フランス 113,198

3 テスコ 英国 101,574

4 メトロ ドイツ 92,905

5 クローガー 米国 90,374

6 コストコ 米国 88,915

7 シュワルツ ドイツ 87,841

8 アルディ ドイツ 73,375

9 ウォルグリーン 米国 72,184

10 ホームデポ 米国 70,395

2012 NRF Ranking

GFSIに準拠した国際規格を要求、もしくは優先取引を実行している小売

既に彼らはアジアリテールのマーケット支配者です

ALDI in Hungary
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ALDI in Hungary

ALDI in Hungary

47

48



ガラパゴスな日本の流通

食品事故に対する『欧米』の流通の考え方と『日本』の流通の考え方

『炎上』ポイントの違い
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生産者

集荷・納入業者 食品加工事業者

流通事業者 消費者

💢

日本で第一義的責任を
問われる分野

欧米で第一義的責任を問われる分野

いかがわしいものを
「作った責任」
「納入した責任」

いかがわしいものを
「仕入れた責任」
「販売した責任」

基準と取引要件の違い

自主基準
独自基準

取引要件

自主基準
独自基準

取引要件
（主に国際認証）

日本 海外

個別独自の要素

標準的要素

（流通事業者が策定責任を負う）

（納入者が要件クリアの責任を負う）

ゆえに日本のサプライヤーは、海外マーケットの取引要件をクリアできない
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自主基準
独自基準

自主基準
独自基準

取引要件
（主に国際認証）

日本 海外

個別独自の要素

標準的要素

（流通事業者が策定責任を負う）

（納入者が要件クリアの責任を負う）

生産者は国内外の流通に対する手当を『標準化』できる

取引要件
（主に国際認証）

イコールフッティング化

マーケットアクセスのコストも削減可能

国内流通における取引要件の国際標準化

市場流通
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青果物市場の根本的な問題点

いわゆる『産地カースト制』によって歪む市場機能

有名産地

２番手産地

3番手産地

新興産地

市場での価格順位

例）全ての産地の外観品質が同等だった場合

例）新興産地が最高レベルのトレーサビリティーを導入した場合

例）新興産地が国際認証を取得して、安全管理で最高レベルの場合

価格逆転が起こらない

努力による評価の逆転が起こらない

他にもおかしな市場の・・・

出荷奨励金による市場手数料の歩戻し

開放型市場→外からのリスクに全く対応できない

商品盗難は日常的→開設者に責任？荷受に責任？

大都市の市場からの転送→地方都市市場は必要？
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　農産物流通の進化

農家

JA（単協）

経済連連//全農

荷受市場

仲卸

センター

小売店鋪

農家

農業法人

産地ベンダー

卸売会社

センター

小売店鋪

農家

農業法人

卸売会社

センター

小売店鋪

農業法人

パックハウス 

卸売会社

センター

小売店鋪

← 欧米の流通スタイル→

なぜうまく行かぬ　日本の農産物輸出
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物流プロセスが複雑

物流『耐性』が低い国産品種

あえてチャレンジせず、『コネ輸出』のみ

全く評価されない農産物の安全管理レベル

物流工程において農産物が晒される『温度変化』による荷傷み

国内流通しか想定しておらず、食味を追求し過ぎたことで耐性低下

欧米系への輸出は皆無。潜在マーケットは、もっと巨大なもの

硬直した国産品への安全評価思想とナショナリズム

方法論だけではない輸出の課題

Thank you for Your Attention.

www.farmalliance.net
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